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韓
国
キ
リ
ス
ト
教
会
の
中
国
人
労
働
者
に
対
す
る
支
援
活
動

韓
国
の
大
邸
•

慶
北
地
域
に
あ
る
教
会
の
事
例
を
中

心
に

は
じ
め
に

一
九
八
七
年
か
ら
韓
国
社
会
に
入
り
始
め
た
外
国
人
労
働
者
の

数
は
、

二

0
0
三
年
現
在
、

三
六
万
名
に
至
る
ま
で
増
加
し
た
。

二
0
0
一
年
末
を
基
準
に
し
て
み
る
と
、

三
十
三
万
名
の
外
国
人

労
働
者
の
う
ち
、
六
五
％
が
未
登
録
労
働
者
、

二
六
％
が
産
業
研

修
生
、

一
％
が
研
修
就
業
者
、
五
％
が
専
門
技
術
者
で
あ
る
。

つ

ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
韓
国
の
外
国
人
労
働
者
の
う
ち
九
五
％
が
単

純
技
能
職
に
就
い
て
お
り
、
そ
の
う
ち
勤
労
基
準
法
上
〈
勤
労
者
〉

の
資
格
で
認
め
ら
れ
る
研
修
就
業
者
は
一
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ

と
に
な
る
（
ソ
ル
ド
ン
フ
ン、

2
0
0
4
)
。
産
業
技
術
研
修
生
は
、
実

質
的
な
意
味
で
勤
労
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
法
上
で

は
勤
労
者
と
し
て
の
保
護
を
全
く
受
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
未
登
録

労
働
者
は
絶
え
ず
強
制
送
還
さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
社
会
的
に
弱
い

立
場
で
あ
る
の
で
、
不
利
な
処
遇
に
も
甘
ん
じ
ざ
る
を
え
な
い
。

外
国
人
は
韓
国
社
会
の
安
全
な
成
員
で
な
い
ま
ま
、
社
会
的
権
利
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士
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程

や
義
務
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
存
在
で
あ
り
、

ま
た
国
家
か
ら
の

支
援
が
全
く
な
い
状
態
に
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
の
賃
金
未
払
い
、
労
働
災
害
、
暴
行
と
い
っ
た
労
働
上
の

問
題
は
、
多
様
な
目
的
で
組
織
さ
れ
た
民
間
レ
ベ
ル
の
支
援
団
体

を
通
じ
て
解
決
さ
れ
て
き
た
。

労
働
力
の
移
動
と
そ
の
定
着
は
グ

ロ
ー

バ
ル
時
代
に
お
け
る
世

界
共
通
の
流
れ
で
あ
る
が
、
そ
の
様
相
は
送
る
側
と
受
け
入
れ
る

側
の
社
会

・
文
化
的
な
背
景
に
よ
っ
て
異
な
る
。
韓
国
社
会
の
場

合
、
外
国
人
労
働
者
に
対
す
る
支
援
活
動
が
宗
教
団
体
（
特
に
キ

(l
)
 

リ
ス
ト
教
）
と
結
び
つ
い
て
い
る
傾
向
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
本
稿

で
は
、
中
国
宣
教
を
目
標
と
し
て
中
国
人
の
支
援
活
動
を
行
っ
て

い
る

二
つ
の
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
団
体
の
事
例
を
取
り
上
げ
、
団
体

の
組
織
化
過
程
、
活
動
様
相
、
活
動
の
変
遷
を
考
察
す
る
。

こ
の
事
例
を
通
じ
て
、
次
の

二
つ
の
点
が
明
ら
か
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。
ま
ず
、
韓
国
社
会
の
い
か
な
る
要
素
が
、
支
援
団
体

を
組
織
さ
せ
、
い
か
な
る
過
程
で
活
動
が
続
け
ら
れ
る
の
か
。
要



す
る
に
、
外
国
人
労
働
者
に
対
す
る
国
家
レ
ベ
ル
の
支
援
の
な
い

韓
国
社
会
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
社
会
領
域
が
そ
の
穴
を
埋
め

て
い
る
の
か
の
問
題
で
あ
る
。
次
に
中
国
へ
の
宣
教
と
い
う
宗
教

的
目
標
が
外
国
人
支
援
と
い
う
過
程
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

て
い
る
の
か
。

つ
ま
り
、
支
援
と
宣
教
の
関
連
性
が
見
え
て
く
る

の
で
は
な
い
か
。
先
行
研
究
に
お
い
て
支
援
活
動
は
、

「労
働
問
題

の
発
生
」
や

「不
合
理
な
状
況
に
よ
る
社
会
的
不
満
の
広
が
り
」

な
ど
を
解
決
す
る
側
面
に
焦
点
を
当
て
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

こ
こ
で
い
う
支
援
と
は
、
外
国
人
の
日
常
生
活
に
お
け
る
経
済

的
・
情
緒
的
支
援
で
あ
り
、
そ
の
た
め
単
発
的
で
は
な
い
持
続
的

人
間
関
係
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

韓
国
キ
リ
ス
ト
教
の
特
徴
と
そ
れ
に
伴
う
分
析
枠
組

韓
国
近
代
史
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
会
の
活
動
は
、
真
に
社
会

問
題
の
解
決
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
一
九
世
紀
終
盤
に

朝
鮮
半
島
へ
入
っ
た
プ

ロ
テ
ィ
ス
タ
ン
ト
教
会
は
、
一
般
人
へ
の

直
接
的
宣
教
を
禁
じ
る
政
府
と
の
摩
擦
を
避
け
る
た
め
、
社
会
福

祉
と
い
う
間
接
的
方
法
を
と
り
、
朝
鮮
半
島
に
定
着
し
た
（
太
田
、

2
0
0
3
)
0

畑
g

民
地
期
間
に
お
い
て
は
反
日
運
動
、
朝
鮮
戦
争
が
終
わ

っ
て
か
ら
は
反
共
勢
力
、
そ
し
て
軍
事
政
権
時
代
に
お
い
て
は
民

主
化
運
動
の
求
心
点
に
な
っ
て
い
た
。
あ
る
い
は
、
経
済
成
長
に

つ
れ
て
都
市
へ
の
移
動
が
激
し
く
な
り
、
新
た
に
都
市
へ
流
入
し

て
き
た
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

・
セ
ン
タ
ー
的
な
役
割
も
果
た

し
て
い
た
（
秀
村
、

2
0
0
2
)

。
要
す
る
に
、
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
会
は

も
っ
ぱ
ら
社
会
の
身
近
に
あ
り
、
社
会
運
動
の
側
面
か
ら
み
れ
ば

旗
振
り
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
聖
書
と
い

っ
た
精
神
的
な
求
心
点
、
す
で
に
出
来
上
っ
た
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
、
聖
職
者
を
中
心
と
し
た
フ
ル
タ
イ
ム
活
動
家
、
資
金
や
空

間
の
確
保
、
そ
し
て
宗
教
と
い
う
非
政
治
的
な
立
場
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
会
は
、
社
会
運
動

に
あ
た
っ
て
の
動
員
可
能
な
資
源
を
多
く
有
し
て
い
た
と
も
い
え

よ
う
。こ

こ
で
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
会
の
社
会
的
活
躍
を
論
じ
る
際
、
「
活

動
を
可
能
に
す
る
資
源
」
と
い
う
概
念
の
重
要
さ
が
現
れ
て
く
る
。

本
稿
で
は
、
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
会
の
外
国
人
労
働
者
に
対
す
る
支

援
活
動
を
紹
介
す
る
に
あ
た
っ
て
、
運
動
を
成
り
立
た
せ
る
資
源

の
量
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
注
目
し
た
、
資
源
動
員
論
を
分
析
枠
組

み
と
し
て
取
り
上
げ
た
い
。
資
源
動
員
論
は
本
稿
の
分
析
に
お
い

て
次
の
三
点
で
重
要
な
意
味
を
も
つ
。

〔

1
〕

「
運
動
は
い
か
に
し
て
成
功
す
る
の
か
」
、
若
し
く
は

「
運
動
は
い
か
に
し
て
続
け
ら
れ
る
の
か
」
と
い
う
問
題
を
、
組
織

に
焦
点
を
合
わ
せ
て
分
析
す
る
中
範
囲
の
分
析
枠
組
み
で
あ
る
こ

と
。
さ
ら
に
資
源
動
員
論
の
な
か
で
も
、
運
動
へ
の
参
加
動
機
と

し
て
不
満
と
い
う
心
理
的
要
因
を
考
慮
に
入
れ
た
、
片
桐
の

「
ニ

段
階
理
論
」
を
中
心
に
据
え
る
。
「
二
段
階
理
論
」
と
は
、
ま
ず
第
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一
に
運
動
生
成
動
機
と
し
て
、
心
理
的
要
因
を
取
り
入
れ
る
。
た

と
え
資
源
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
多
く
持
っ
て
い
る
人
で
も
、
不
満

が
な
け
れ
ば
運
動
に
参
加
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
。
そ

し
て
、
第
二
の
段
階
と
し
て
、
運
動
過
程
に
お
け
る
資
源
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
動
き
を
通
じ
て
、
組
織
活
動
を
分
析
す
る
（
片
桐
、

1
9
9
6
)

。
こ
の
よ
う
な
片
桐
の

「二
段
階
理
論
」
は、

宣
教
団
体
の

活
動
が
「
成
り
立
っ
て
か
ら
続
け
て
い
く
過
程
」
を
考
察
す
る
の

に
、
重
要
な
視
点
を
与
え
る
。

〔
2
〕
個
人
の
経
済
的

・
合
理
的
選
択
を
前
提
に
す
る
こ
と
。

本
稿
の
事
例
と
な
る
宣
教
団
体
は
公
式
化
の
レ
ベ
ル
が
低
い
。
こ

こ
で
公
式
化
と
は
、
あ
る
特
定
の
行
動
予
期
（
期
待
）
、
つ
ま
り
特

定
の
役
割
を
成
員
資
格
と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
成
員
で
あ

る
こ
と
の
条
件
と
し
て
特
定
の
役
割
を
承
認
し
て
い
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
、
承
認
す
る
限
り
で
与
え
ら
れ
る
報
酬
も
獲
得
可
能
に
な

る
。
成
員
資
格
と
結
合
さ
れ
た
特
定
の
役
割
を
成
員
役
割
と
す
る
。

公
式
化
と
い
う
の
は
、

こ
の
成
員
役
割
が
制
度
化
さ
れ
て
い
る
程

度
で
あ
る
（
荻
野
、

1
9
9
5
)

。
公
式
化
の
レ
ベ
ル
の
低
い
宣
教
団
体

は
、
言
語
化
、
定
式
化
さ
れ
て
い
な
い
非
象
徴
的
相
互
行
為
、
と

く
に
人
格
的
信
頼
関
係
に
依
存
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
の
よ
う

な
人
格
的
信
頼
関
係
は
中
心
人
物
（
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
）
の
活
動
や
や

り
方
に
大
き
く
依
存
す
る
。
資
源
動
員
論
は
こ
の
よ
う
な
個
人
の

役
割
を
分
析
の
前
提
と
し
て
い
る
。

〔
3
〕
資
源
動
員
の
仕
方
に
よ
っ
て
活
動
の
方
向
性
も
大
き
い
影

響
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
。
例
え
ば
、
労
働
組
合
の
よ
う
に
直
接
行

動
す
る
構
成
員
が
多
数
存
在
す
る
場
合
に
は
、
デ
モ
や
ス
ト
が
有
効

な
戦
略
に
な
る
。
し
か
し
、
ア
ル
カ
イ
ダ
の
よ
う
な
組
織
の
場
合
、

構
成
員
も
支
持
者
も
少
な
い
が
、
多
大
な
コ
ス
ト
を
払
う
多
数
の
構

成
員
が
存
在
す
る
の
で
、
そ
う
し
た
資
源
を
使
っ
た
結
果
が
自
ら
の

命
を
巻
き
込
ん
だ
テ
ロ
に
な
る
（
樋
口
、

2
0
0
4
)
。
外
国
人
に
対
す

る
教
会
の
活
動
も
同
様
で
、
動
員
可
能
な
資
源
に
よ
っ
て
、
そ
の
活

動
様
相
は
諸
々
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
の
事
例
の
よ
う
に
宣
教
と
い

う
同
様
の
目
標
を
持
っ
て
い
て
も
、
資
源
に
よ
っ

て
活
動
の
方
向
性

が
異
な
る
。
さ
ら
に
、
同
じ
団
体
に
お
い
て
も
、
動
員
可
能
な
資
源

が
変
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
活
動
も
変
わ
る
。
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団
体
概
要
と
調
査
内
容

ニ

ー

一

団

体

概

要

ま
ず
、
団
体
A
と
B
教
会
の
共
通
点
か
ら
み
る
と
、
両
方
と
も

外
国
人
労
働
者
の
需
要
の
あ
る
三
k
工
場
が
集
中
し
て
い
る
工
場

団
地
に
位
置
し
て
お
り
、
外
国
人
労
働
者
に
対
す
る
支
援
団
体
の

活
動
が

一
番
活
発
で
あ
っ
た

一
九
九

0
年
代
前
半
に
組
織
さ
れ
た
。

中
国
宣
教
を
目
標
と
し
て
、
中
国
人
の
日
常
生
活
を
支
え
る
活
動

を
行
っ
て
い
る

〔表
2
参
照
〕
。
団
体
A
と
B
教
会
の
相
違
点
と
は
、

ま
ず
団
体

A
は
A
教
会
に
所
属
し
て
お
り
、
中
国
人
の
参
加
資
格

を
制
限
し
て
い
な
い
。
一

方
で
、

B
教
会
は
独
立
し
た
中
国
人
教



会
で
あ
り
、
不
法
滞
在
者
や
朝
鮮
族
を
断
っ
て
い
る
。

織
構
成
参
照
〕
。

〔三
ー
ニ
組

ニ
ー
ニ
調
査
内
容

調
査
は
二
回
に
分
け
て
行
っ
た
。
一

九
九
九
年
八
月
か
ら

二
〇

0
0年
一
月
ま
で
の

一
次
調
査
で
は
、
団
体
A
の
日
曜
礼
拝
や
火

曜
聖
書
勉
強
の
集
い
を
参
与
観
察
し
、
中
国
人
の
調
壺
に
関
し
て

は
主
に
朝
鮮
族
の
日
常
生
活
（
職
場
、
工
場
、
宴
会
な
ど
）
を
観

察
し
な
が
ら
、
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
二
0
0
一
年
三
月
か

ら
九
月
ま
で
の

二
次
調
査
で
は
、

B
教
会
の
礼
拝
や
集
い
を
参
与

観
察
し
、
渡
族
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、

二
0
0

三
年
八
月
と
二

0
0
四
年
七
月
に
補
充
調
査
と
し
て
、
朴
伝
道
師

や
金
牧
師
に
活
動
の
変
化
を
聞
い
た
。

組
織
化

三
ー
一
組
織
化
過
程

団
体
A
と
B
教
会
の
活
動
家
は
、
宣
教
団
体
を
組
織
す
る
以
前

に
は
外
国
人
労
働
者
の
支
援
の
よ
う
な
社
会
運
動
に
は
全
く
携
わ

っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
で
は
、
い
か
な

る
原
因
が
絡
み
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
宣
教
団
体
は
組
織
化
さ
れ

え
た
の
か
。
本
稿
で
は
次
の
よ
う
な
原
因
を
取
り
上
げ
て
、
宣
教

団
体
の
組
織
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

1995年 1993
ソンソ工場団地内部 ジルヤン工場団地の周辺
約15人（日常的参加者） 約 3-4人（日常的参加者）

朴伝道師(51歳、女性） 金牧師(43歳、男性）
3人（通訳者一有給、料理担当者、稲揚担当者） なし
12人（聖書勉強チーム担当者、料理・車支援者） 2人（他教会所属の宣教師準備者）
未定（活動家や幹部ネットワークでの訪問する） 4-5人程度（月 1回程度訪問する）
A教会の本部 未定（個人口座献献金物的支援品、支援金を提供）

約114人（在籍者数） 約200人（在籍者数）

約78人約200人
約36人.. 1人．．．

日：約 50人火：約30人 日・木：約70人
1千2百万ウォン 未定
A教会の本部からの支援 個人口座献金、他教会の宣教献金、非定期的支援
A教会に所属 中国人教会
日：午前10時半-12時（大礼拝ー韓国人と一緒に） 日：午後5時-10時（大礼拝）
午後 1 時-3時（医療・美容•韓国語の教室など） 水：宿舎礼拝（中国人の自治的礼拝）

火：午後6時-9時（聖書勉強会） 木：午後5時-9時（聖書勉強と小礼拝）
木：専従幹部の工場訪問
正月、お盆、夏休暇のイペント（旅行、登山、 他教会のイペントに参加させてもらう。
バカンス） 発送式ー中国宣教師の発送の意味
短期宣教
発送式（中国人の夜）ー中国宣教師の発送
の意味
医療•美容•韓国語の教室など
中国料理、日常品などのプレゼントの提供
「旅人の夢Jという月間情報誌の発行 I中国料理、日常用品などの提供
24時間の救急電話の運営（朴伝道師の携
帯電話）

団体概要

年単位活動

B教会

表2
団体A

設
地理的位置
活動家数

代表者
専従幹部
定期的活動家
非定期的活動家
組織の外部支援者

中国人参加者
漢族
朝鮮族

実質的参加者
年間予算
予算獲得方法
団体形式
週単位活動

問題に応じて対処（医療•美容サーピス）福祉支援

• 2000年、調査当時
•• 朝鮮族の場合、一人が何箇所の教会に重複して登録することが多いので、参席者と登録者数の差が大きいのである。
... T社の通訳者であったが(1998年-1999年）、B教会で出会った中国宣教を準備している神学大学生と結婚し韓国で生活している。
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三
ー
一
ー
'
l

外
国
人
労
働
者
問
題
に
対
す
る
社
会
的
認

識
の
高
ま
り
と
教
会
内
部
の
要
請

個
人
が
活
動
を
始
め
よ
う
と
す
る
動
機
を
持
っ

て
い
て
も
、
社

会
的
環
境
に
支
え
ら
れ
な
く
て
は
組
織
化
が
で
き
な
い
。
ど
の
よ

う
な
社
会
的
状
況
で
組
織
化
が
可
能
に
な

っ
た
の
か
。
こ
こ
で
は
、

外
国
人
労
働
者
の
問
題
に
対
す
る
社
会
的
認
識
の
高
ま
り
や
教
会

内
部
の
要
請
が
挙
げ
ら
れ
る
。

韓
国
政
府
は
労
働
力
の
輸
入
に
伴
う
社
会
的
費
用
を
最
低
限
に

抑
え
る
た
め
、
外
国
人
労
働
者
の
存
在
を
法
律
上
で
は
禁
止
し
な

が
ら
、

実
際
に
は
黙
認
す
る
と
い
う
矛
盾
し
た
政
策
を
行
っ
て
い

た
。
そ
し
て
、
外
国
人
労
働
者
の
輸
入
か
ら
管
理
ま
で
を
企
業
に

任
せ
て
い
た
。
矛
盾
し
た
外
国
人
労
働
政
策
に
よ
っ
て
外
国
人
労

働
者
は
賃
金
未
払
い
、
労
働
災
害
、
暴
行
の
よ
う
な
被
害
に
も
法

律
的
に
無
力
な
立
場
に
囮
か
れ
た
（
イ
ウ
ク
ジ
ョ
ン
、

1
9
9
4
:
 1
3
)

。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
矛
盾
し
た
社
会
的
状
況
が
外
国
人
労
働
者

と
韓
国
社
会
と
の
緊
張
を
高
め
、

一
九
九
四
年
の
中
国
朝
鮮
族
の

自
殺
事
件
を
始
め
、
い
く
つ
か
の
外
国
人
労
働
者
の
デ
モ
が
行
わ

れ
た

。
さ
ら
に
、
そ
れ
が
放
送
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
的
に

注
目
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
社
会
運
動
団
体
が

外
国
人
支
援
運
動
を
行
い
、
外
国
人
労
働
者
の
人
権
侵
害
に
対
す

る
社
会
的
認
識
を
高
め
よ
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
運
動
団
体
の

活
動
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
外
国
人
労
働
者
支
援
の
必
要

性
が

一
般
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
外
国
人
労
働
者
の
支
援
に
対
す
る
社
会
的
認
識
の

高
ま
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
団
体

A
と
B
教
会
は
社
会
的
役
割
に

関
心
を
向
け
な
か
っ
た
。
支
援
活
動
を
可
能
に
さ
せ
た
も
う

一
っ

の
原
因
と
し
て
、
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
会
の
社
会
的
停
滞
と
中
国
人

労
働
者
へ
の
宣
教
の
要
請
が
挙
げ
ら
れ
る
。
順
調
に
信
者
数
を
伸

ば
し
て
き
た
キ
リ
ス

ト
教
は
、
経
済
水
準
が
上
昇
し
た

一
九
八
〇

年
代
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
の
信
者
数
の
伸
び
を
急
速
に
鈍
化
さ
せ

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
主
に
自
分
の
教
会
を
持
た
な
い
若
い
牧
師

た
ち
は
、
海
外
宣
教
を
目
指
す
傾
向
が
強
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
現

在
、
韓
国
が
送
り
出
し
て
い
る
宣
教
師
の
数
は
世
界
三
位
で
あ
る

（
秀
村
、

2
0
0
2
)

。
さ
ら
に
、
中
国
は
人
口
や
規
模
の
面
で
、

〈無
限

の
可
能
性
の
国
〉
（
キ
ム
ヨ
ン
ソ
ク
、

1
9
9
4
:
 4
1
)

で
あ
り
、

一
九

九
二
年
の
国
交
樹
立
以
降
、
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
会
は
多
様
な
ル
ー

ツ
で
宣
教
師
を
派
遣
し
て
き
た
。
し
か
し
、
中
国
に
お
い
て
は
国

内
の
宣
教
活
動
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

宣
教
師
が
自
由
に
活
動
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
一

九
九
四
年
か
ら
の
韓
国
に
あ
る
神
学

大
学
か
ら
発
表
さ
れ
た
幾
つ
か
の
論
文
は
、
中
国
宣
教
の
必
要
性

と
そ
の
方
法
と
し
て
韓
国
に
き
て
い
る
中
国
人
労
働
者
へ
の
布
教

を
論
じ
て
い
る
。
（
キ
ム
ヨ
ン
ソ
ク
、

一
九
九
四
：
金
ヒ
ョ
グ
チ
ョ

ル、

一
九
九
六
：
金
ソ
ン
ク
、

1
9
9
8
)

こ
の
よ
う
な
社
会
的
認
識

の
拡
散
と
教
会
内
部
の
要
請
は
、
宗
教
家
の
活
動
と
共
に
宣
教
団

体
の
組
織
化
に
重
要
な
要
因
に
な
っ
て
い
た
。

三
ー
一
ー
ニ
地
理
的
要
因
と
宗
教
家
の
個
人
動
機
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団
体
A
と
B
教
会
は
工
場
団
地
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

一
九
九
二
＼
四
年
の
間
、
教
会
の
周
辺
で
外
国
人
労
働
者
が
よ
く

見
か
け
ら
れ
た
と
い
う
。
朴
伝
道
師
（
団
体

A
の
代
表
）
は

一
九

九
四
年
の
春
、
バ
ス
停
で
中
国
人
女
性
か
ら
道
を
聞
か
れ
、
中
国

人
の
存
在
に
気
付
く
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
、
か
れ
ら
の
工
場
を

訪
問
し
て
教
会
へ
招
待
し
た
。

B
教
会
も
同
様
で
、

一
九
九
二
年

金
牧
師
が
教
会
の
周
辺
で

T
工
場
の
漢
族
と
出
会
い
教
会
に
招
待

し
た
の
が
、
最
初
の
キ
ッ
カ
ケ
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
出
会
い
は
き
っ
か
け
に
は
な
り
う
る

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
組
織
化
へ
と
繋
が
る
わ
け
で
は

な
い
。
出
会
い
が
組
織
化
に
至
る
に
は
、
担
当
者
で
あ
る
宗
教
家

の
努
力
が
必
要
で
あ
っ
た
。
宗
教
家
は
な
ぜ
支
援
活
動
に
参
加
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
、
宗
教
家
の
社
会
的
立
場
と
関

わ
っ
て
い
る
心
理
的
要
因
が
挙
げ
ら
れ
る
。
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
で

あ
る
朴
伝
道
師
と
金
牧
師
の
共
通
点
と
は
教
会
内
部
に
お
け
る
発

言
力
や
立
場
の
低
さ
で
あ
る
。
朴
伝
道
師
は
女
性
ら
し
く
な
い
外

見
、
小
学
校
卒
、
未
婚
女
性
、
無
職
、
出
身
地
の
違
い
な
ど
の
点

(
3
)
 

に
お
い
て
、

A
教
会
で
の
立
場
は
低
か
っ
た
。
彼
女
の
唯

一
の
自

慢
は
、
強
い
信
仰
心
で
あ
る
。
宜
教
団
体
を
組
織
し
て
い
た
当
初

は、

A
教
会
本
部
か
ら
宣
教
組
織
と
し
て
認
め
て
も
ら
え
な
か
っ

た
。
朴
伝
道
師
の
努
力
に
よ
っ
て
中
国
人
数
が
増
加
し
、
二
回
の

行
事
（
「
中
国
人
の
夜
」
と
い
う
）
を
行
っ
て
か
ら
、
教
会
の
本
部

は
彼
女
ら
の
活
動
を
宣
教
組
織
と
し
て
認
め
、
予
算
を
策
定
し
、

活
動
空
間
や
朴
伝
道
師

の
活
動
費
を
提
供
し

た
。
二
0
0
一
年
に
は

中
国
宣
教
活
動
の
た
め

の
、
朴
伝
道
師
の
専
用

車
ま
で
出
さ
れ
た
。

一

方
で

B
教
会
は
、
中
国

人
教
会
と
な
る

一
九
九

二
年
以
前
に
は
韓
国
人

の
信
者
も
殆
ど
い
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
、
畑
と

道
路
に
接
し
て
い
る
地

理
的
悪
条
件
、
収
容
人

数
の
少
な
い
小
規
模
空

間
、
そ
し
て
隣
に
大
き

い
教
会
が
あ
る
こ
と
な

ど
が
原
因
で
あ
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
調
査

当
時
も
韓
国
人
の
信
者

は
非
定
期
的
に
参
加
す

る
他
教
会
所
属
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
し
か
い
な
か

っ
た
。
中
国
人
教
会
と

l活動環現の提供（経済的支援活動空間）
2. 火曜聖害勉強会の際の食事の用意（定期的活

動家）

3車 の支援

4. 定期的活動家、年間行事の際の非定期的活動

家

5競争：限られた数の漢族を獲得するため
協働：限られた団体の金銭的・人的資源のため
年間行事・医療サーピスなどで協働

6工場との間に労働災害問題などが生じた際、そ

の解決を依顆

7. 活動家：関係が悪化しないように注意しながら

活動、工場：通訳者のいない小規模工場は教会

に通訳を依頼
8. 中国宣教を準備している人や中国語を勉強し

ている他教会の大学生が教会で漢族との出会
いを求め、教会は活動家を求める。この場合の

活動家はA教会に移ることが多く見られた。

団体A図1
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し
て
有
名
に
な
っ
て
か
ら

は
、
個
人
口
座
献
金
、
他

教
会
の
宣
教
献
金
、
非
定

期
的
な
物
的
支
援
で
運
営

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

B

教
会
は
大
邸
•
慶
北
地
域

に
お
い
て
、
中
国
宣
教
教

会
と
し
て
か
な
り
知
ら
れ

て
い
る
。

三ーニ

組
織
構
成

資
源
動
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
中
心
と
す
る
組
織
構

造
に
お
い
て
、
団
体

A
と

B
教
会
の
相
違
点
が
現
れ

て
く
る
。
団
体
A
は、

A

教
会
に
所
属
し
て
お
り
、

会

経
済
的
資
源
や
人
的
資
源

を
教
会
内
部
か
ら
動
員
で
教B

 

き
る
。
し
か
し
、
教
会
に

登
録
し
て
い
る
漢
族
や
朝

鮮
族
の
な
か
に
は
、
他
教

I. 大多数の漢族がT工場に所属しているので、
T工場との関係が悪化しないように注意し
ながら、活動。

2. 協働：家族的人lllJ関係、孤立した地理的条

件のため、比較的に漢族構成目が安定して

いる。よって他宣教には限られた教会の臼

源で難しい行事に参加してもらう。

3. 外部で経済的支援と活動家を獲得しなけ

ればならない。

他教会の宜教献金

非定期的活動家

個人口座献金者

定期的活動家

図2

図注：賓源動員論は組織連営に対する個人の戦略的動員に焦点を合わせる。
図1,2の→はネットワークのなか、何かを求めている人が主体になっている。

会
に
二
重
登
録
し
て
い
る
人
も
多
く
、
中
国
人
と
の
関
係
は
比
較

的
不
安
定
で
あ
る
〔
図

l
参
照
〕
。
一

方
で
、

B
教
会
は
経
済
的
・

人
的
資
源
を
、
牧
師
の
個
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
若
し
く
は
中
国

宣
教
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
人
な
ど
か
ら
個
別
に
動
員
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
参
加
し
て
い
る
漢
族
は
殆
ど

T
工
場
の

所
属
で
あ
り
、

T
工
場
の
孤
立
し
た
地
理
的
条
件
な
ど
で
移
動
が

自
由
で
は
な
い
の
で
、
二
重
登
録
は

一
人
も
い
な
か
っ
た
。
要
す

る
に
、

B
教
会
は

一
定
の
成
果
を
あ
げ
つ
つ
も
、
安
定
的
な
外
部

支
援
と
活
動
家
の
確
保
が
で
き
な
い
不
安
定
な
状
態
に
置
か
れ
て

い
る
〔
図
2
参
照
〕
。

こ
の
よ
う
な
組
織
構
造
の
違
い
に
よ
っ
て
、
資
源
動
員
の
仕
方

や
活
動
の
方
向
性
は
異
な
る
。
団
体

A
は
中
国
人
の
参
加
人
数
を

重
視
し
て
お
り
、
不
法
滞
在
者
で
も
朝
鮮
族
で
も
た
く
さ
ん
の
人

が
参
加
す
る
の
を
望
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
活
動
家
の
確
保
が
比

較
的
安
易
で
あ
る
た
め
中
国
人
に
対
す
る
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
多

彩
で
あ
る
。
一

方、

B
教
会
は
、
活
動
の
成
果
に
よ
っ
て
外
部
の

支
援
が
流
動
的
に
変
わ
る
の
で
、
外
部
支
援
者
か
ら
問
題
と
思
わ

れ
る
よ
う
な
要
因
は
最
初
か
ら
徹
底
的
に
排
除
し
て
い
た
。
例
え

ば
、
金
牧
師
は
不
法
滞
在
者
や
朝
鮮
族
の
参
加
を
断
っ
て
お
り
、

漢
族
の
な
か
で
も
教
会
の
話
に
素
直
に
応
じ
て
く
れ
る
女
性
が
殆

ど
で
あ
る
。
正
式
化
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
少
な
く
、
礼
拝
や
聖

書
勉
強
の
際
、
も
っ
ぱ
ら
重
要
な
の
は
牧
師
の
説
教
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

B
教
会
お
い
て
は
中
国
人
と
牧
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師
と
の
強
い
信
頼
関
係
が
伺
え
た
。

B
教
会
は
成
員
役
割
に
関
す

る
共
有
度
が
団
体

A
よ
り
高
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
団
体

A
は

限
ら
れ
た
漢
族
数
の
な
か
で
他
教
会
と
競
争
関
係
に
あ
る
の
に
対

し
て
、

B
教
会
は
宣
教
献
金
の
支
援
や
行
事
に
参
加
さ
せ
て
も
ら

う
な
ど
、
協
働
関
係
を
求
め
る
傾
向
が
強
い
。
以
上
の
よ
う
に
朴

伝
道
師
と
金
牧
師
は
中
国
人
労
働
者
に
対
す
る
支
援
活
動
を
行
っ

て
い
る
も
の
の
、
労
働
災
害
、
賃
金
未
払
い
な
ど
の
事
情
で
外
国

人
労
働
者
と
一雇
用
主
と
の
間
に
問
題
が
生
じ
る
際
に
は
、
深
く
関

わ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
そ
の
理
由
と
は
雇
用
主
と
の
関
係
が
悪

化
す
る
と
、

一雇
用
主
は
労
働
者
が
教
会
に
行
く
の
を
禁
じ
る
か
も

し
れ
な
い
し
、
そ
う
な
る
と
中
国
宣
教
活
動
が
難
し
く
な
る
か
ら

で
あ
る
と
い
う
。

四

活

動

宣
教
団
体
が
持
つ
意
味
は
人
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
次
の
よ
う

に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
定
期
的
・
非
定
期
的
活
動
家
に
と
っ
て
、

支
援
活
動
の
意
味
は
中
国
へ
の
宣
教
と
い
う
目
標
と
共
に
、
社
会

的
弱
者
で
あ
る
労
働
者
を
救
う
と
い
う
宗
教
的
実
践
、
中
国
語
の

勉
強
、
中
国
宜
教
の
準
備
に
対
す
る
個
人
的
訓
練
、
そ
し
て
単
な

る
余
暇
の
過
ご
し
な
ど
、
多
様
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
中
国
人
労
働

者
の
な
か
で
も
漢
族
の
場
合
、
交
際
・
余
暇
を
過
ご
す
場
、
経
済

的
・
文
化
的
支
援
が
も
ら
え
る
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
。
朝

鮮
族
の
場
合
は
、
韓
国
社
会
に
関
す
る
情
報
交
流
の
場
、
ま
た
普

段
は
会
え
な
い
社
会
的
レ
ベ
ル
が
高
い
韓
国
人
と
の
出
会
い
の
場

と
し
て
の
意
味
が
伺
え
た
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
こ
の
団

体
に
お
い
て
は
、
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
金
牧
師
と
朴
伝
道
師
の
存
在

が
大
き
く
、
こ
の

二
人
は
以
上
の
人
々
の
団
体
に
関
す
る
異
な
る

意
味
を
自
分
の
目
標
に
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
本
章
で
は
以

上
の
人
々
を
資
源
と
し
て
動
員
し
な
が
ら
、
目
標
を
達
成
し
て
い

く
リ
ー
ダ
ー
の
活
動
を
考
察
す
る
。
金
牧
師
と
朴
伝
道
師
に
は
、

組
織
運
営
と
中
国
宣
教
と
い
う
二
つ
の
目
標
が
あ
る
。
か
れ
ら
は

自
ら
基
盤
に
な
る
資
源
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
、
経
済
的
支
援
者

や
活
動
家
と
の
関
係
形
成
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
中

国
宣
教
へ
の
可
能
性
を
示
し
、
そ
し
て
実
際
の
成
果
を
あ
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

四
ー
一
外
部
支
援
や
活
動
家
獲
得
の
た
め
の
基
準

エ
ス
ニ

シ
テ
ィ

中
国
宣
教
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
、
外
部
支
援
の
拡
大
と
活

動
家
の
確
保
に
繋
が
る
。
従
っ
て
、
何
が
中
国
宣
教
の
証
拠
に
な

り
う
る
の
か
が
重
要
な
問
題
点
に
な
る
。
可
視
的
な
証
拠
と
は
中

国
人
の
参
加
者
数
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
現
在
の
活
動
が
中
国
宣
教

へ
連
結
さ
れ
う
る
可
能
性
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
漢
族
を
優
先
す
る
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
い
う
基
準
が
現
れ
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て
く
る
。
こ
の
基
準
は
次
の
よ
う
な
言
菓
か
ら
も
伺
え
る
。
”
朝
鮮

族
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
教
会
が
言

っ
て
い
る
こ
と
に
ち
ゃ
ん
と

応
じ
て
く
れ
な
い
し
、
自
分
の
目
的
を
達
成
す
る
と
逃
げ
ま
す
べ

”
漢
族
は
何
か
を
も
ら
っ
た
ら
、
裏
切
り
ま
せ
ん
“
；
不
法
労
働
者

は
断
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
朝
鮮
族
は

一
人
も
い
ま
せ
ん
“
o

漢
族
が
優
先
さ
れ
る
の
は
ま
ず
、
漢
族
と
朝
鮮
族
の
韓
国
に
お
け

る
生
活
の
違
い

〔表

3
参
照
〕
か
ら
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

そ
の
理
由
と
し
て
、
次
の
五
つ
の
要
因
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
①

漢
族
は
朝
鮮
族
よ
り
生
活
の
幅
が
狭
い
た
め
、
朝
鮮
族
に
比
べ
て

教
会
へ
の
出
席
率
が
高
い
。
②
前
述
の
よ
う
に
朝
鮮
族
と
漢
族
が

教
会
に
求
め
る
も
の
が
こ
と
な
る
。
漢
族
は
楽
し
い
余
暇
生
活
や

諸
々
の
支
援
を
求
め
て
い
る
の
で
、
教
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
話
に

ち
ゃ
ん
と
応
じ
る
。
一

方
で
朝
鮮
族
は
”
普
段
の
生
活
場
で
は
出
会

う
チ
ャ
ン
ス
の
な
い
レ
ベ
ル
の
高
い
韓
国
人
“
と
の
人
間
関
係
を

求
め
て
い
る
。
言

い
換
え
れ
ば
、
朝
鮮
族
は
同
等
な
立
場
で
人
間

関
係
を
結
び
た
い
の
で
、
教
会
か
ら
の
支
援
を
受
け
る
の
は
恥
だ

と
思
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
活
動
家
か
ら
見
れ
ば
、
か
れ
ら
の
活
動

に
ち
ゃ
ん
と
応
じ
て
く
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
③
定
期
的
活
動
家

は
中
国
語
の
学
習
や
中
国
宣
教
を
準
備
し
て
い
る
人
が
多
く
、
よ

り
多
く
の
漢
族
は
よ
り
多
く
の
活
動
家
を
呼
び
寄
せ
る
。
④
中
国

本
土
へ
の
宣
教
の
拡
張
と
い
う
目
標
は
、
中
国
で
多
数
民
族
で
あ

る
漢
族
を
優
先
さ
せ
る
。
①
不
法
滞
在
者
と
し
て
五
年
以
上
韓
国

に
在
留
す
る
朝
鮮
族
に
比
べ
て
、
漢
族
は
最
長
二
年
間
の
研
修
期

朝鮮族（女性）

10人

4人

6人

30代-50代

〗戸：戸多様
高卒（専門学校2人）

食堂などサーピス業

月2回休み

食堂に部屋など

友人と同居

月60万ウォン

月80万ウォン

友達に会う

買い物、カラオケ、旅

行など

中•高卒（大卒 1 人）

工場、建設業、食堂など多様
工場（平均6時間と残業）

建設業備の日が休み）”

工場（宿舎友人と同居）、

建設業（作業チームで

同居）

工場 月80万ウォン 1工場

-110万ウォン 食堂

建設業一日 5万ウ

ォン-8万ウォン

飲み会、買い物、賭博、

カラオケ、旅行など韓

国人とあまり変わらな

いという。

小•中卒（高卒4人）
繊維・染色•紡織業

3交代

表3

漢族（男性）

13人

11人

2人

20代後半-30代
前半

高卒 （大卒2人）

繊維 • 染色業

8時間と残業

調査対象者数

産業技術研修生

未登録労働者

平均年齢

平均学歴

職種

労働時間

宿舎宿舎居住形態

賃金 40万ウォン

宿舎の同僚と過こす

テレピを見る。

教会へ行く。

月 60万-70万ウ 1月

ォン

近所の友人に会う。

テレビを見る。

教会へ行く。

余暇生活
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間
が
終
え
る
と
帰
国
す
る
の
で
、

短
期
間
で
中
国
宣
教
の
成
果
が

出
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
活
動
家
に
と
っ
て
、

漢
族
の
参
加
は
外
部
支
援
と
活
動
家
を
獲
得
す
る
の
に
重
要
な
資

源
に
な
る
。

四
ー

漢
族
の
動
員
の
た
め
の
戦
略
的
活
動

資
源
動
員
論
に
お
い
て
構
成
員
を
獲
得
す
る
際
に
は
、
ま
ず
関

心
の
な
い
人
に
自
分
た
ち
の
目
標
を
支
持
し
て
も
ら
う
こ
と
（
合

意
の
動
員
）
、
後
か
ら
実
際
に
貢
献
し
て
も
ら
う
こ
と
（
行
為
の
動

員
）
を
望
ん
で
い
る
（
樋
口
、

2
0
0
4
)

。
し
か
し
、

宣
教
団
体
の
場

合
、
宗
教
的
な
同
意
が
最
終
的
目
標
な
の
で

一
般
の
社
会
運
動
団

体
と
は
逆
順
の
動
員
が
必
要
に
な
る
。
ま
ず
、
教
会
の
礼
拝
や
集

い
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
（
行
為
の
動
員
）
、
次
に
教
会
の
話
に

同
意
し
て
も
ら
う
こ
と
（
合
意
の
動
員
）
を
求
め
て
い
る
。

こ
こ

で
は
行
為
の
動
員
と
合
意
の
動
員
の
た
め
の
、
団
体
の
戦
略
的
活

動
を
紹
介
し
た
い
。

四
ー
ニ
ー
ニ
行
為
の
動
員

漢
族
が
団
体
に
参
加
す
る
き

っ
か
け
は
、
漢
族
の
自
発
的
意
思

で
は
な
く
中
国
宣
教
を
目
指
す
宗
教
家
の
積
極
的
な
活
動
で
あ
る
。

朴
伝
道
師
や
金
牧
師
は
、
近
所
の
工
場
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
を
持

っ
て
訪
問
し
、
教
会
に
来
る
こ
と
を
勧
誘
す
る
。
こ
の
よ
う
な
個

別
訪
問
は
漢
族
に
教
会
が
自
分
の
た
め
の
場
所
で
あ
る
と
感
じ
さ

せ
る
。
そ
し
て
、
礼
拝
や
集
い
の
時
間
に
合
わ
せ
て
工
場
ま
で
車

で
迎
え
に
行
く
。
団
体

A
の
場
合
は
、
火
曜
聖
書
勉
強
チ
ー
ム
を

中
心
と
し
て
、
活
動
家
が
電
話
で
生
活
の
状
況
を
聞
く
よ
う
に
し

て
い
る
。
朴
伝
道
師
は
自
分
の
携
帯
電
話
番
号
を
情
報
誌
に
載
せ
、

何
か
急
用
が
あ
る
場
合
二
四
時
間
体
制
で
手
伝

っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
諸
々
の
支
援
活
動

〔表
2
参
照
〕
や
中
国
人
同
士
の
交
流
の

場
の
提
供
は
、
よ
り
多
く
の
中
国
人
を
呼
び
寄
せ
る
。
B
教
会
の

場
合
、
定
期
的
活
動
家
が
少
な
い
た
め
、
牧
師
は
漢
族
が
自
ら
管

理
す
る
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い
る
。
水
曜
宿
舎
礼
拝
チ
ー
ム
の
リ

ー
ダ
ー
で
あ
る
漢
族
が
、
他
の
メ
ン
バ
ー
を
管
理
し
礼
拝
に
参
加

さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
金
牧
師
は
礼
拝
を
行
う
際
に
、
毎
回

出
席
を
取
り
、
欠
席
の
多
い
漢
族
と
は
個
人
面
談
す
る
な
ど
、
出

席
さ
せ
る
の
に
力
を
注
い
で
い
る
。
金
牧
師
と
朴
伝
道
師
は
こ
の

よ
う
に
出
席
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
組
織
の
目
標
に
対
す
る
情
緒

的
共
感
、
即
ち
最
終
的
目
標
で
あ
る
合
意
の
動
員
に
も
繋
が
る
と

思
っ
て
い
る
。

四
ー
ニ
ー
ニ
合
意
の
動
員

宣
教
団
体
の
最
終
的
な
目
標
と
は
「
合
意
の
動
員」

で
あ
る
。

(
4
)
 

年
間
行
事

の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
は
信
仰
告
白
（
干
證
ガ
ン
ジ
ュ
ン
）

で
あ
り
、
基
本
的
に
は
中
国
人
が
自
ら
語
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
信
仰
告
白
は
支
援
家
に
対
し
て
中
国
宣
教
の
成
果
を

示
す
の
に
一
番
効
果
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
合
意
の
動
員
は
活
動
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家
に
と
っ
て
は
一
番
難
し
い
こ
と
で
も
あ
る
。
活
動
家
は
中
国
人

(
5
)
 

に
合
わ
せ
る
戦
略
的
な
聖
書
伝
達
、
教
会
空
間
の
使
用
、
祈
祷
、

歌
、
身
振
り
な
ど
を
、
教
会
に
来
る
中
国
人
に
繰
り
返
し
教
育
す

る
。
中
国
人
は
団
体
に
参
加
す
る
成
員
役
割
と
し
て
、
宗
教
家
が

要
求
す
る
〈
態
度
〉
に
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
朴
伝
道
師

は
毎
週
、
祈
祷
の
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
て
祈
祷
を
さ
せ
、
金
牧
師
は

支
援
者
が
訪
れ
た
際
に
中
国
人
に
代
表
祈
祷
を
さ
せ
る
。
二
年
間

の
韓
国
で
の
生
活
を
終
え
、
帰
国
す
る
際
に
は
韓
国
か
ら
中
国
で

宣
教
師
を
送
る
と
い
う
意
味
の
発
送
式
が
行
わ
れ
る
。
な
か
に
は

“
自
分
は
信
者
で
あ
り
、
中
国
に
戻
っ
て
か
ら
も
教
会
か
ら
の
使

命
を
果
た
す
”
と
い
う
人
も
い
る
。
こ
の
よ
う
な
行
事
は
参
加
す

る
宗
教
家
に
感
動
を
与
え
、
宣
教
団
体
へ
の
支
援
の
必
要
性
に
同

意
さ
せ
る
。
し
か
し
、
活
動
家
や
支
援
家
は
こ
の
よ
う
な
合
意
の

動
員
を
完
全
に
信
者
に
な
っ
た
証
拠
と
認
識
す
る
の
で
あ
る
が
、

実
際
の
漢
族
の
話
を
問
く
と
単
な
る
情
緒
的
紐
帯
や
感
情
的
承
認

に
留
ま
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

五

変

化

I

帰
国
者
の
動
員
に
伴
う
中
国
へ
の
活
動
の
拡

張
本
章
で
は
、
動
員
可
能
な
資
源
の
変
化
に
伴
う
活
動
の
変
化
に

関
し
て
述
べ
た
い
。
金
牧
師
や
朴
伝
道
師
は
組
織
の
な
か
で
の
行

為
の
動
員
や
合
意
の
動
員
を
超
え

て
、
当
時
動
員
可
能
な
資
源
を

使
い
中
国
宣
教
と
い
う
期
待
に
満
足
さ
せ
る
よ
う
に
、
そ
の
期
待

を
定
式
化
し
確
定
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
文

脈
で
の
活
動
の
変
化
と
し
て
、
ま
ず
、
増
加
し
た
帰
国
者
の
動
員

に
伴
う
中
国
へ
の
活
動
の
拡
張
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
団
体
A
の

活
動
家
は
教
会
の
漢
族
が
帰
国
す
る
際
に
同
行
し
、
そ
の
な
か
で

自
ら
信
者
と
認
め
た
人
の
村
を
中
心
に
宣
教
活
動
を
行
う
。
朴
伝

道
師
は
年
ニ
ー
三
回
程
度
、
そ
の
村
を
訪
問
し
家
庭
で
礼
拝
を
行

っ
て
い
る
人
や
信
者
で
あ
る
と
い
う
人
に
経
済
的
・
宗
教
的
支
援

を
与
え
る
。
夏
に
は
「
短
期
宣
教
の
旅
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
団

体
を
組
ん
で

一
週
間
く
ら
い
村
を
訪
問
し
、
医
療
・
美
容
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
。
B
教
会
は
こ
う
し
た
中
国
で
の
活
動
に
よ
り
力
を
注

い
で
い
る
。
牧
師
は
月
に
十
日
間
は
中
国
に
滞
在
し
な
が
ら
、
帰

国
し
て
活
動
し
て
い
る
人
の
活
動
を
支
え
、
月
七
万
ウ
ォ
ン
の
支

援
金
を
あ
げ
て
い
た
。
二

0
0
0年
現
在
、
そ
の
よ
う
な
支
援
金

を
も
ら
っ
て
い
る
人
が

二
三
人
、
そ
れ
に
関
し
て
話
す
際
に
宗
教

家
は
、
”

二
三
箇
所
の
子
教
会
が
で
き
た
“
と
い
う
言
い
方
を
す
る
。

さ
ら
に
、
牧
師
は
自
分
が
中
国
に
行
く
際
に
、
教
会
の
外
部
支
援

者
た
ち
を
同
行
さ
せ
て
、
教
会
の
活
躍
を
見
せ
、
よ
り
多
い
支
援

を
引
き
出
し
て
い
る
。

B
教
会
に
は
、
韓
国
に
来
る
以
前
に
中
国

の
村
で
金
牧
師
と
出
会
い
、
労
働
者
と
し
て
韓
国
に
来
て
か
ら
教

会
に
通
う
の
は
当
然
だ
と
思
っ
た
と
い
う
人
も
い
る
。

も
う

―
つ
の
変
化
と
し
て
、
団
体

A
の
事
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

朴
伝
道
師
は
不
法
労
働
者
に
な
っ
て
か
ら
も
ま
じ
め
に
団
体
A
に
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通
っ
て
い
た
漢
族
の
な
か
、
何
人
か
に
仕
事
を
辞
め
て
、
二
年
過

程
の
宣
教
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
を
勧
誘
し
て
い
た
。
学
費
は
教

会
が
援
助
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
生
活
費
は
教
会
内
の
個
人
支
援

者
を
探
す
と
い
う
。
こ
の
事
例
も
中
国
宣
教
と
い
う
期
待
を
定
式

化
し
よ
う
と
す
る
活
動
の
変
化
の
証
拠
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
資
源
動
員
論
を
も
と
に
、
宗
教
家
の
個
人
的
動
機
で
始

ま
っ
た
活
動
が
、
社
会
的
・
宗
教
的
要
請
に
よ
っ
て
組
織
化
さ
れ
、

動
員
可
能
な
資
源
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
て
持
続
・
拡
大
さ
れ

て
い
く
過
程
を
考
察
し
て
き
た
。
本
研
究
を
通
じ
て
、
先
行
研
究

が
見
落
と
し
て
き
た
次
の
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
ま
ず
、
以
上
の
よ
う
に
宣
教
の
目
標
が
団
体
活
動
に
強
い

影
響
を
与
え
て
い
る
も
の

の
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
同
じ
よ

う
な
団
体
を
取
り
上
げ
て
も
、
支
援
活
動
の
側
面
か
ら
し
か
考
察

し
な
か
っ
た
。
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
会
団
体
の

う
ち
、
八
四
三
％
が
宗
教
教
育
を
行
い
、
そ
の
形
態
は
礼
拝
（
八

七
1

%
）
だ
け
で
は
な
く
、
本
稿
の
事
例
の
よ
う
に
信
仰
相
談

（
七
五
．
七
％
）
、
聖
書
勉
強
（
六
一
．
七
％
）
ま
で
行
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
宗
教
的
目
標
に
よ
る
支
援
は
、
日
常
的
信
頼
関
係
の
形

成
を
重
視
す
る
の
で
、
「
問
題
の
解
決
」
と
い
う

一
般
的
に
取
ら
れ

て
い
る
支
援
と
は
相
違
点
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
宣
教
と
い
う
目
標

は
一
般
の
支
援
団
体
が
担
っ
て
い
る
社
会
的
役
割
に
は
関
心
を
向

け
な
い
よ
う
に
す
る
。

ま
た
、
本
稿
は
外
国
人
労
働
者
に
対
す
る
国
家
レ
ベ
ル
の
支
援

が
殆
ど
な
い
韓
国
社
会
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
空
白
の
パ
ー
ト

を
埋
め
て
い
る
団
体
の
活
動
の
ミ
ク
ロ
な
分
析
で
あ
る
。
こ
こ
で

ミ
ク
ロ
な
分
析
が
持
つ
意
義
と
は
、
社
会
運
動
的
目
標
を
目
指
さ

な
い
、
宗
教
的
理
由
で
活
動
を
す
る
事
例
の
よ
う
な
団
体
が
存
在

す
る
か
ら
こ
そ
、
外
国
人
労
働
者
に
対
す
る
日
常
的
な
支
援
活
動

ま
で
可
能
に
な
る
こ
と
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
そ
れ

が
宣
教
団
体
の
潜
在
的
機
能
で
あ
る
。
最
後
に
、
今
後
の
課
題
と

し
て
述
べ
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
二

0
0
四
年
八
月
の
雇
用
許
可

制
の
実
施
に
伴
う
支
援
活
動
の
変
化
で
あ
る
。
雇
用
許
可
制
の
実

施
は
外
国
人
労
働
者
に
対
す
る
国
家
レ
ベ
ル
の
支
援
が
開
始
す
る

こ
と
と
も
関
連
し
て
い
る
。
国
家
は
支
援
活
動
を
行
う
際
に
、
既

存
団
体
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
活
用
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
議
論

が
活
発
に
な
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
団
体
の
ミ
ク
ロ

な
研
究
は
、
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
方
向
性
を
検
討
す
る
際

に
も
援
用
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
国
家
の
介
入
に
よ
る

資
源
の
変
化
が
活
動
に
影
響
も
重
要
な
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
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註

比円戸
4.4 

9.4 

5.0 

1.9 

100.0 

団体数（個）

4 

7 

15 
8 

3 

159 

表― l

比率（％） 宣教団体の性格

｀ 団体

団体数（個）

8 

3 

137 

12 

99 

(1) 

宣教団体の性格

市民運動団体

労働運動団体

宗教団体

カトリック

プロテスタント

票
注
＊
朴
チ
ョ
ン
ウ
ン

(
2
0
0
 3)
か
ら
引
用
。

2
 0
0
 
3
年

10
月
現
在
、
外
国
人
宣
教
団
体
の
1
5
9

箇
所
の
性
格
を
提
示
す
る
。

＊
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
は

7
つ
の
派
に
分
け
て
説
明
し

て
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
統
一
す
る
。

(
2
)
1
9
9
4
年

1
月
産
業
災
害
で
も
治
療
や
被
害

補
佃
を
も
ら
え
な
か
っ
た
未
登
録
労
働
者
に
よ
る
経
済

正
義
市
民
連
合
の
講
堂
で
の
デ
モ
を
初
め
に
、

1
9
9
5
年

1
月
に
は
ネ
パ
ー
ル
人
産
業
技
術
研
修
生
、

13人
が
韓
国
人
管
理
者
や
人
力
送
出
業
者
に
よ
る
諸
々

の
人
権
侵
害
に
抗
す
る
デ
モ
が
行
わ
れ
社
会
的
衝
撃

を
及
ぼ
し
た
。

(3)
宣
教
組
織
と
し
て
認
め
て
も
ら
え
な
か
っ
た
理
由

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。”
私
が
大
邸
の
出

身
じ
ゃ
な
い
か
ら
、
教
会
で
い
じ
め
ら
れ
た
“
；
宣
教
師

は
み
ん
な
英
語
圏
で
留
学
し
て
い
た
優
秀
な
人
で
、
教

会
で
は
そ
の
人
た
ち
の
力
が
強
い
“
；
牧
師
様
は
保
守

的
で
、
女
性
の
伝
道
師
は
ス
カ
ー
ト
を
は
か
な
い
と
い

け
な
い
と
言
う
の
。
そ
れ
で
、
私
は
ど
う
し
て
も
ス
カ
ー

ト
が
だ
め
だ
か
ら
、
勝
負
し
よ
う
と
思
っ
て
牧
師
様
の

と
こ
ろ
に
行
っ
た
の
。
ス
カ
ー
ト
は
か
な
い
と
い
け
な
い

な
ら
、
私
は
辞
め
ま
す
っ
て
言
っ
た
。
そ
れ
だ
け
譲
っ
て

も
ら
っ
た
“
o

(4)
カ
ン
シ
ュ
ン
と
は
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
、
自
分
の

宗
教
上
の
体
験
を
告
白
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
様
の

存
在
を
証
言
す
る
こ
と
で
あ
る
。

参
考
文
献

秀
村
研
二
、

二

0
0
二
、
「
フ
ィ
ー
ル
ド

と

し

て

の

キ

リ

ス

ト

教

・

教

会

」

『
韓
国
朝
鮮
の
文
化
と
社
会
』
韓
国
・

朝
鮮
文
化
研
究
会
風
響
社
一
、
二
九
ー

四
五
。

樋
口
直
人
、
二

0
0
四
、
「
国
際

N
G
o

の

組

織

戦

略

ー

資

源

動

員

と

支

持

者
の
獲
得
」
大
畑
裕
嗣
他
編
『
社
会
運

動
の
社
会
学
」
有
斐
閣
選
書

イ
ウ
ク
ジ
ョ
ン
、
一
九
九
四
、
「
国
内
バ

ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
労
働
者
の
生
活
実

態
と
適
応
戦
略
に
関
す
る
事
例
研
究
」

ソ
ウ
ル
大
学
大
学
院
。

片
桐
新
自
、
一
九
八
二
、
「
組
織
関
連
視

覚
か
ら
の
地
域
政
治
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」

『
社
会
学
評
論
』
一

1

―
―
―
-
、
六
三
I

七
九
。

一
九
九
六
、
『
社
会
運
動
の
中
範
囲
理
論
'

資

源

動

員

論

か

ら

の

展

開

」

東

京

大

学
出
版
会
。

キ
ム
ヨ
ン
ソ
ク
、
一
九
九
四
、
「
国
内
外

国
人
産
業
勤
労
者
に
関
す
る
韓
国
教
会

87 

聖書伝達の様相

祈祷を通じて現実的問題の解決ができる。

お金を稼ぐためには、祈祷しなければならない

先進国はみんなキリスト教の国だ。

キリスト教の実践の完成は犠牲である。

世の中は神様が創造した。

表4.説教などの教会内の話から伺える聖書伝達の戦略的な側面

宗教家の中国人に対する認識

一番大事なのは金である。

(5) 

貧しい国から来た。

帰国すると中国の宣教師になる。

共産主義の思想が強い影響を与えている。
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